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住 所 北海道札幌市豊平区西岡 5条 12丁目 18番 7号

TEL 011-585-4322

URL http://www.s-kouyoukai.jp/

経 営 理 念 1．地域の需要に応じた事業展開を行い、地域に根ざした経営を行うことを目的とする。 
2．利用者の立場に立った福祉サービスを提供し、利用者の満足感と笑顔を喜びとする。
3．ノーマライゼーションの普及・実践を行い、個人の尊厳を守り高める事を使命とする。

事 業 内 容
及 び 定 員

保育所 （130 人）1か所
軽費老人ホーム　ケアハウス （50 名）1か所
特別養護老人ホーム （60 名）1か所
老人ショートステイ （10 名）1か所
老人デイサービス （30・35名）2か所
訪問介護 1 か所
居宅介護支援 1 か所
介護予防センター 1 か所

収 入
( 法人全体 )
平成26年度決算

①　社会福祉事業 693,653,466 円
②　公益事業 21,470,573 円
③　収益事業 円
　　合計 715,124,039 円

職 員 数
（法人全体）

130 名（非常勤含む）

当 面 す る
経 営 課 題

１．入所施設における災害（事業継続）対策
２．維持コストの削減が必要。（人件費以外）
３．社会福祉法人制度改革に伴い、法人の地域貢献が求められていること
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取り組みに
着 手 し た
理由、背景

１．3.11 東日本大震災が発生し、事業継続対策が必要と考え各種対策を講じていたが、
生活水（飲用水）の対策ができていなかった。
２．法人事業構成は保育と介護保険事業がメインとなっており、特に介護保険事業につい
ては年々単価が減少し、且つ確実な職員給与処遇改善がもとめられる中で維持コストの
削減を行う必要がある。
３．良質な社会福祉サービスを提供することが地域社会への貢献と考えて今まで活動して
いたし、各事業所ベースでは交流活動等を行ってきた。しかし、法人としてもっと解り
やすく直接的な貢献が求められる状況となり、資金に余裕のない当法人で果たしてでき
るだろうかと思い悩んでいた。

　上記の 3つを同時にかなえることができる可能性があると考えた。

①　震災の経験から、地下水は電気が復旧するとすぐ使えた実績があった。
②　事業用水道料と地下水利用コストを比較するとメリットがあったこと。
③　近隣地域の災害対策として飲用水確保の具体策がなかったので、地域貢献に相応し
い実践であると考えた。

取り組みの
現 時 点
で の 効 果

１．入所施設（特養・ケアハウス）の事業継続対策を実現できた。
　　＊入居者・職員の安心に繋がった。
２．導入前と比較してコストが削減できた。（各種条件によるので確実ではない）
３．地域貢献関連として以下の活動を行った。
①　隣接する各町内会に、災害時に飲用水を地域住民の方に供給する体制が整ったこと
を周知した。

②　町内会会合で実際起きた場合の供給計画を策定し、説明及び協力体制の構築をお願
いし、了解を得た。

　　「３の効果としては、」
ァ．災害時に無料で飲用水を住民に提供するということを驚きと伴に、素直に喜んで
受け入れていただけた。（ネットワーク構築含む）

ィ．法人内・地域双方に防災意識が向上した。
ゥ．法人職員が地域福祉向上・地域貢献を意識する良い機会となった。
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災 害 時 供 給 計 画
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自治体向け説明資料
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